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	Synthesis of cycloiptycenes from carbon nanobelt
Hiroki Shudo, Motonobu Kuwayama, Yasutomo Segawa, and Kenichiro Itami

	

	[image: ]　(6,6)カーボンナノベルトは我々によって初めて合成された筒状縮環芳香族炭化水素である。しかし、カーボンナノベルトを反応に用いた例はこれまでに知られておらず、これを元にした新奇ナノカーボン骨格の構築に興味がもたれる。そこで今回我々は、(6,6)カーボンナノベルトとベンザインやアルキンとの反応を試行した。その結果、(6,6)カーボンナノベルトが有する6ヶ所のアントラセン部分構造においてDiels–Alder反応が進行し、単結晶X線構造解析によって図のような六付加体が得られたことが明らかとなった。ベンザインとの反応で得られた化合物は無置換シクロイプチセンとして初の合成例であり、カーボンナノベルトが新奇ナノカーボン骨格構築におけるビルディングブロックとして有用であることが示された。
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